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音楽に合わせ、学生の振り付けで踊る園児たち

市
は
、
４
月
に
採
用
す
る
手
話
通

訳
の
実
務
経
験
が
あ
る
事
務
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

資
格
＝
昭
和
３８
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
手
話
通
訳
士
の
資
格
を

持
つ
人
か
、
都
道
府
県
が
行
う
手
話

通
訳
者
試
験
の
合
格
者
。
手
話
通
訳

の
実
務
経
験
が
あ
る
人

募
集
人
数
＝
１
人

試
験
日
＝
３
月
２３
日
㈰

申
込
期
間
＝
３
月
１０
日
㈪
～
１４
日

㈮
、
平
日
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分

申
込
方
法
＝
試
験
案
内
を
確
認

し
、申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
・
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.kyotanabe.jp/

category/2-10-2-0-0.html

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
職
員
課
（
☎

６４
・
１
３
２
４
）

職員採用情報
手話通訳の実務経験者を募集

採用日：4月 1日

市
立
幼
稚
園
で
は
、
同
志

社
大
学
な
ど
と
の
包
括
的
な

連
携
協
定
を
基
に
、
園
児
と

学
生
が
交
流
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
１７
日
、
三
山
木
幼
稚

園
で
は
、
同
志
社
・
同
志
社

女
子
大
生
サ
ー
ク
ル
「
Ｐ
Ａ

Ｚ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
パ
ス

ム
シ
カ
）」
に
よ
る
、
紙
皿

を
使
っ
た
タ
ン
バ
リ
ン
作
り

や
音
楽
の
演
奏
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
披
露
が
あ
り
ま
し

た
。５

歳
児
ク
ラ
ス
の
大
槻
浩

太
く
ん
（
６
）
は
「
大
き
い

お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん

と
タ
ン
バ
リ
ン
で
演
奏
し
て

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

平
成
２３
年
３
月
１１
日
午
後
２
時
４６

分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
大
震
災
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た

み
な
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
と
、

被
災
地
の
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
の
備

え
で
被
害
を
最
小
限
に
で
き
ま
す
。

非
常
時
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る

か
、
家
族
で
確
認
し
合
う
な
ど
し
ま

し
ょ
う
。

３
・
１１
に
メ
ー
ル
送
信
訓
練

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
刻
に
合

わ
せ
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
テ
ス
ト

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
訓
練
を
行
い
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
マ
ナ
ー
モ
ー
ド

に
す
る
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
登
録
者
で
電
子
メ
ー
ル
が
届
か

な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

配
信
日
時
＝
３
月
１１
日
㈫
午
後
２

時
４６
分

防
災
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
を

市
は
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
を
使
っ

て
地
震
や
気
象
警
報
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
で
配

信
し
て
い
き
ま
す
。
ど
の
携
帯
電
話

会
社
で
も
利
用
で
き
、
全
国
ど
こ
で

も
受
信
で
き
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
は
、
携
帯
電
話
の
場
合
は

（http://panasender.jyouhou-
station.jp/Kyota-M

ain/mobile/
main.html

）
に
、
パ
ソ
コ
ン
の

場

合

は
（http://panasender.

jyouhou-station.jp/Kyota-
Main/

）
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。
右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

非
常
時
持
ち
出
し
品
を
確
認

災
害
時
、
被
災
地
に
救
援
物
資
が

届
く
ま
で
に
３
日
程
度
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、備
蓄
品
は
、

災
害
規
模
に
よ
っ
て
１
週
間
分
程
度

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

左
表
を
参
考
に
、
非
常
時
持
ち
出

し
品
の
準
備
や
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
ど
で
避
難
場
所
を
確
認
す
る
な

ど
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
安
心
ま
ち
づ
く
り
室

（
☎
６４
・
１
３
０
７
）



＜ 2＞＜ 3＞ 平成26年（2014年）3月1日平成26年（2014年）3月1日

市
は
、
市
内
に
在
住
す
る
健
康
保

険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

助
成
す
る
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
健
康
保

険
被
保
険
者
証
・
印
鑑
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
現
在
７０
歳
未
満
で
、
す

で
に
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
老
人

医
療
）
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
３

月
中
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し

ま
す
。老

人
医
療
制
度

対
象
＝
６５
歳
以
上
７０
歳
未
満
で
、

次
の
①
か
②
に
該
当
す
る
人

①
所
得
税
非
課
税
世
帯

②
所
得
が
所
得
制
限
内
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
一
人
暮
ら
し

▼
全
員
が
６０
歳
以
上
の
世
帯

障
害
者
医
療
・

重
度
心
身
障
害
健
康
管
理
事
業

対
象
＝
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
を
持
っ
て
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ
相
当
（
Ｉ
Ｑ
３５
以

下
）
を
持
っ
て
い
る

③
療
育
手
帳
Ｂ
１（
Ｉ
Ｑ
５０
以
下
）

と
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
を
持
っ
て

い
る④

精
神
に
障
害
の
あ
る
人
で
、
障

害
基
礎
年
金
１
級
ま
た
は
２
級
の
受

給
者ひ

と
り
親
家
庭
医
療

対
象
＝
ひ
と
り
親
家
庭
で
１８
歳
以

下
（
高
校
３
年
卒
業
ま
で
）
の
子
ど

も
と
保
護
者

市は、市職員の給与などの実態を公表します。
内容は、職員の任免と職員数、給与、勤務時間
や勤務条件、分限・懲戒処分、服務、研修と勤務
成績の評定などの状況です。
本紙では、その一部を紹介します。詳しくは、
市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
問合せ先＝職員課（☎ 64-1324）

市
は
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
な
い
人
や
風
し
ん
（
Ｒ
）
ま

た
は
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ

Ｒ
）
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
、
接
種
経
験
が
１
回
の
人
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
特
に
抗
体
を
持
っ
て
い
な
い

人
が
多
い
１９
～
３５
歳
や
、
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
３５
歳
以
上
の

男
性
は
要
注
意
で
す
。

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
１９
～
４９
歳
の
男
女
▼
５０
歳
以

上
で
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
▼
配

偶
者
が
妊
娠
中
の
５０
歳
以
上
の
男

性
。
妊
婦
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

助
成
対
象
＝
平
成
２５
年
４
月
１

日
～
同
２６
年
３
月
３１
日
の
接
種
分

助
成
額
＝
自
己
負
担
額
の
３
分

の
２
。
上
限
７
千
円

助
成
回
数
＝
１
回

申
請
方
法
＝
医
療
機
関
で
接
種

費
用
を
全
額
支
払
っ
た
後
、
領
収

書
原
本
・
接
種
を
証
明
で
き
る
書

類
・
印
鑑
・
振
込
先
が
分
か
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
限
＝
４
月
４
日
㈮

申
請
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推
進

課
（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

麻
し
ん
は
人
か
ら
人
へ
感
染

し
や
す
く
、
時
に
死
に
至
る
重

大
な
疾
患
で
す
。
ま
た
、
風
し

ん
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が
か

か
る
と
胎
児
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
に
は
、
麻
し
ん
・
風
し

ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
の
予
防
接
種

を
接
種
勧
奨
期
間
内
に
受
け
る

こ
と
が
有
効
で
す
。
予
防
接
種

が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
す
み

や
か
に
接
種
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。対

象
＝
市
内
に
在
住
し
、
次
に

該
当
す
る
人

▼
１
期
（
１
歳
～
２
歳
に
な
る

前
日
ま
で
）
▼
２
期
（
平
成
１９
年

４
月
２
日
～
同
２０
年
４
月
１
日

生
）接

種
期
間
＝
▼
１
期
（
１
歳
～

２
歳
に
な
る
前
日
ま
で
）
▼
２
期

（
平
成
２６
年
３
月
３１
日
㈪
ま
で
）

な
お
、
対
象
者
に
は
予
診
票
を

１
期
は
１
歳
に
な
っ
た
翌
月
に
、

２
期
は
す
で
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。未

接
種
で
予
診
票
が
な
い
人
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
６４
・
１
３
７
７
）

1歳になったら 1回。就学前にもう 1回。

市は、児童福祉制度として、就学前の児童を養育している人やひとり親
家庭、心身に障がいのある児童を養育している人に、下表のとおり手当を
支給しています。
詳しくは、子育て支援課（☎ 64-1376）までお問い合わせください。

被
保
険
者
証
を
切
り
替
え

薄
い
緑
の
カ
ー
ド
に
変
更

今
年
は
、
被
保
険
者
証
の
切
り
替

え
の
年
で
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証（
薄
い
緑
色
）

は
、３
月
１７
日
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
４
月
１
日

以
降
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
は
、
国
保
医
療
課
で
納
付
相
談

後
の
交
付
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

高
齢
受
給
者
証
を
同
封

記
載
内
容
の
確
認
を

７０
～
７４
歳
で
高
齢
受
給
者
証
の

「
一
部
負
担
割
合
」
欄
が
「
２
割
（
平

成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で
は
１
割
）」

の
人
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担

が
「
１
割
」
に
据
え
置
か
れ
る
予
定

で
す
。

対
象
者
に
は
、
新
し
い
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
、
４
月
１
日
か
ら
使
え

る
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

１９
歳
以
上
は
所
得
申
告
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
１
月

１
日
現
在
１９
歳
以
上
の
人
は
、
平
成

２５
年
分
の
所
得
申
告
が
必
要
で
す
。

世
帯
の
中
に
申
告
が
な
い
人
が
い

る
と
、
所
得
額
に
応
じ
た
軽
減
措
置

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
先
】

▼
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
民

登
録
す
る
人
＝
税
務
課

▼
１
月
２
日
以
降
に
市
内
に
住
民

登
録
し
た
人
＝
国
保
医
療
課

た
だ
し
、
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
人
や
、
勤
務
先
な
ど
か
ら
給
与
・

公
的
年
金
な
ど
の
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

【国民健康保険】
対象＝国保税を滞納し
ていない世帯で、次のす
べてに該当する人
▼ 5 月 7 日現在 30 歳
以上 75 歳未満（昭和 14
年 5 月 8 日以降生まれ）
の人で、1年以上継続し
て京田辺市国民健康保険
に加入している
▼入院・妊娠していない
【後期高齢者医療】
対象＝保険料を滞納し
ていない後期高齢者医療
の被保険者で、次のすべ

てに該当する人
▼入院していない
▼養護老人ホーム・介
護保険施設に入所してい
ない
【助成額】
受診費用の 7割
【申込期間】
4月1日㈫～5月7日㈬
詳しくは、3月下旬に
郵送する案内をご覧くだ
さい。
【申込・問合せ先】
国保医療課（☎ 64-
1374）

消
防
本
部
は
、
３
月
１
日

～
７
日
に
春
の
火
災
予
防
運

動
を
行
い
ま
す
。

春
は
、
風
の
強
い
日
が
多

く
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
小
さ
な
火
元
が
大
き
く

な
り
や
す
い
こ
の
時
季
は
、

毎
年
か
け
が
え
の
な
い
命
や

貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
火
災
で
悲
し
い
出
来

事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防
火

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
課
（
☎
６３
・
７
８
２
６
）

◆
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

◆
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
う

◆
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

◆
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
う

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る

◆
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

市は、国民健康保険（国保）・後期高齢者医療
の加入者を対象に、「外来（半日）人間ドック」「脳
ドック」「併用ドック（人間ドックと脳ドックの
併用受診）」の受診費用を助成します。



お
茶
の
生
産
者
で
組
織
す
る
「
京
田
辺
の
お
茶
を

考
え
る
会
」
は
、
品
評
会
に
出
品
す
る
茶
葉
を
手
摘

み
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
出
品
茶
支
援
隊
」
を
募
集

し
ま
す
。

京
田
辺
市
は
日
本
有
数
の
玉
露
の
産
地
で
す
。
昨

年
開
か
れ
た
全
国
茶
品
評
会
で
は
、
出
品
茶
支
援
隊

に
活
動
い
た
だ
い
た
茶
園
か
ら
、
玉
露
部
門
で
日
本

一
と
な
る
お
茶
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
も
茶
農
家
は
玉
露
日
本
一
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
品
評
会
に
出
品
す
る
お
茶
の
手
摘
み

を
手
伝
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
で
も
丁
寧
に
指

導
し
て
も
ら
え
る
の
で
安
心
で
す
。
ま
た
、
参
加
者

に
は
後
日
、
玉
露
の
新
茶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま
で
の
う
ち
数

日
間時

間
＝
午
前
８
時
集
合

摘
み
終
わ
り
次
第
解
散
し
ま
す
。

集
合
・
解
散
場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
前

茶
園
ま
で
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

作
業
内
容
＝
お
茶
の
新
芽
の
手
摘
み（
昼
食
あ
り
）

長
靴
や
作
業
着
な
ど
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
＝
農
政
課
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
込
書
・
は
が
き
・
任
意
の
用
紙
に
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号
・
℻
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
い
て
、
郵
送
・

℻
・
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
子

メ
ー
ル
は
タ
イ
ト
ル
を
「
出
品
茶
支
援
隊
参
加
申
込

み
」
と
し
て
く
だ
さ
い

申
込
書
１
枚
に
つ
き
１
人
応
募
で
き
ま
す
。
複
数

名
で
申
し
込
む
場
合
は
、
備
考
欄
に
誰
と
一
緒
か
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
４
月
１６
日
㈬

申

込
・

問

合

せ

先

＝

農

政

課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
６
２
、
℻
６４
・
１
３
５
９
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

nousei@kyotanabe.jp

）
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市
と
市
観
光
協
会
は
、
第
１５
回
花
見
ウ
ォ
ー
ク
を

開
き
ま
す
。

桜
や
菜
の
花
が
咲
き
誇
る
約
１０
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩

き
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
春
を
感
じ
な
が

ら
見
ど
こ
ろ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

道
中
、
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
・
玉
露
の
接
待
、
ふ
る

ま
い
善
哉
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
模
擬
店
、
京
田
辺

ブ
ラ
ン
ド
一
休
品
の
販
売
、
菜
の
花
摘
み
体
験
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

日
に
ち
＝
４
月
６
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
３
時
（
受
け
付
け
は
午

前
１０
時
～
１１
時
）

受
付
場
所
＝
キ
ラ
ラ
商
店
街
（
近
鉄
新
田
辺
駅
東

口
す
ぐ
）

受
け
付
け
後
、
各
自
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

コ
ー
ス
＝
左
図
の
と
お
り

参
加
費
＝
４
０
０
円
。
当
日
参
加
は
５
０
０
円
。

小
学
生
未
満
は
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
・
℻
・
電
子
メ
ー
ル
で
、
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
（
小

学
生
以
上
）
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
花
見
弁
当

（
８
０
０
円
）
の
予
約
も
受
け
付
け
ま
す

し
め
き
り
＝
３
月
２８
日
㈮
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
観
光
案
内
所

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
４
京
田
辺
市
田
辺
中
央
四
丁
目

３
・
３
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
内
、
☎
６８
・
２
８
１
０
、
℻
６８
・

２
８
１
７
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スinfo@kyotana.be

）

同
志
社
大
学
は
、
神
経
疾
患
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

神
経
疾
患
の
中
で
も
理
解
が
進
ん

で
い
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
の

治
療
法
や
創
薬
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
、
研
究
成
果
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２９
日
㈯
午
後
１
時
３０

分
～
４
時
２０
分（
開
場
は
午
後
１
時
）

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
校
地

恵
道
館
２
０
１
教
室

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通

学
す
る
人

テ
ー
マ
＝
神
経
難
病
の
克
服
に
向

け
て

－

神
経
疾
患
研
究
の
現
在
と

治
療
、
創
薬

講
師
（
敬
称
略
）
＝
▼
同
志
社
大

学
大
学
院
脳
科
学
研
究
科
・
生
命
医

科
学
部
教
授
の
井
原
康
夫
▼
同
志
社

大
学
大
学
院
脳
科
学
研
究
科
教
授
の

藤
山
文
乃

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
か
電
子
メ
ー
ル

で
、
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
は
、
平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
け

付
け
ま
す
（
午
前
１１
時
３０
分
～
午
後

０
時
３０
分
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
同
志
社
大

学
大
学
院
脳
科
学
研
究
科
事
務

室
（
☎
６５
・
６
０
５
３
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
スjt-nkgjm@mail.doshis

ha.ac.jp

）

見
極
め
方
を
学
ぶ

お
茶
を
急
須
で
淹
れ
る
習
慣
が
な

く
、玉
露
の
味
も
知
ら
な
い
私
た
ち
。

大
会
前
に
開
か
れ
る
練
習
会
に
参
加

し
、
京
田
辺
茶
業
青
年
団
長
の
小
林

裕
さ
ん
か
ら
お
茶
の
見
極
め
方
を
教

わ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
花
・
鳥
・
風
・
月
・
客
と

名
付
け
ら
れ
た
玉
露
２
種
類
・
煎
茶

３
種
類
の
茶
葉
の
色
・
手
触
り
・
香

り
を
確
か
め
、
淹
れ
た
と
き
の
水
色

（
す
い
し
ょ
く
）
の
出
方
や
香
り
な

ど
を
予
想
し
ま
す
。
次
に
、
１
種
類

ず
つ
お
茶
を
味
わ
い
、
水
色
・
香
り
・

味
な
ど
か
ら
茶
葉
を
当
て
ま
す
。

本
来
は
、
低
温
で
時
間
を
掛
け
て

淹
れ
る
玉
露
や
煎
茶
。
競
技
で
は
ど

れ
も
熱
湯
・
９０
秒
間
で
抽
出
す
る
の

で
、
茶
葉
の
個
性
が
分
か
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
私
た
ち
も
、
最
初
は
違

い
が
分
か
ら
ず
外
れ
て
ば
か
り
で
し

た
が
、
何
度
か
飲
む
う
ち
に
香
り
や

味
の
違
い
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

正
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
楽
し
く

な
り
、
気
付
け
ば
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

い
ざ
、
本
番
！

大
会
当
日
は
、
練
習
会
で
教
わ
っ

た
ポ
イ
ン
ト
を
書
い
た「
必
勝
メ
モ
」

を
片
手
に
会
場
へ
。
市
内
各
地
域
の

代
表
チ
ー
ム
な
ど
１
０
０
人
以
上
の

参
加
が
あ
り
、
会
場
の
雰
囲
気
に
緊

張
が
高
ま
り
ま
し
た
。

競
技
で
は
、練
習
会
と
同
じ
産
地
・

種
類
の
茶
葉
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
も
小
林
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
見

極
め
方
で
、
徐
々
に
正
解
を
出
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
上
位

入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
茶

業
青
年
団
長
特
別
賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。茶

香
服
っ
て
楽
し
い
！

難
し
そ
う
に
思
え
る
茶
香
服
で
す

が
、
や
っ
て
み
る
と
思
い
が
け
な
い

楽
し
さ
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
日
本

一
の
京
田
辺
玉
露
を
は
じ
め
、
お
茶

の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
る

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

「
茶
香
服
大
会
は
、
年
に
一
度
お

茶
を
作
っ
て
い
る
人
が
集
う
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
と
話
し

て
く
れ
た
小
林
さ
ん
。
こ
の
大
会
を

通
じ
て
、生
産
者
だ
け
で
な
く
、も
っ

と
多
く
の
人
に
茶
香
服
の
楽
し
さ
・

奥
深
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
玉
露
の

魅
力
が
広
く
伝
わ
る
と
う
れ
し
い
で

す
。今

月
号
で
「
京
た
な
」
の
連
載
は

終
了
で
す
。
私
た
ち
が
取
材
を
通
じ

て
知
っ
た
京
田
辺
の
魅
力
を
、
こ
れ

か
ら
も
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
読
ん
で

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

み
な
さ
ん
は「
茶
香
服（
ち
ゃ
か
ぶ
き
）」と
い
う
遊
び
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

茶
香
服
と
は
、
種
類
・
産
地
が
違
う
５
種
類
の
お
茶
を
、
色
・
香
り
・
味

な
ど
で
飲
み
当
て
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
京
田
辺
市
で
は
毎
年
、
特
産
の
玉
露
を

Ｐ
Ｒ
し
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
茶
香
服
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
私
た
ち
同
志
社
女
子
大
学
の
バ
ー
チ
ャ
ル
企
業
「
京
た
な
」
は
、

２
月
２
日
に
開
か
れ
た
新
春
茶
香
服
大
会
を
取
材
し
ま
し
た
。

「
ま
ず
香
り
を
嗅
ぎ
分
け
る
こ
と
が
大

切
。
そ
れ
か
ら
色
と
味
を
見
極
め
る
」
と

練
習
会
で
コ
ツ
を
伝
授
し
て
く
れ
た
小
林

さ
ん
（
写
真
右
端
）
。
茶
審
査
技
術
で
、

全
国
に
１１
人
し
か
い
な
い
日
本
茶
鑑
定
士

１０
段
の
資
格
の
持
ち
主
で
す
。

春
を
告
げ
る
と
い
わ
れ
る
、
奈
良
・
東
大
寺
二
月
堂

の
お
水
取
り
。
２
月
１１
日
、
火
の
粉
を
散
ら
す
籠
松
明

（
か
ご
た
い
ま
つ
）
の
軸
に
使
わ
れ
る
根
付
き
の
真
竹

を
、
京
田
辺
か
ら
奈
良
ま
で
送
り
届
け
る
「
竹
送
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
早
朝
か
ら
普
賢
寺
地
域
の
竹
林
で
掘
り
出

し
た
太
く
真
っ
す
ぐ
な
真
竹
。
大
御
堂
観
音
寺
で
安
全

祈
願
を
行
っ
た
後
、
市
民
・
留
学
生
や
、
出
迎
え
て
く

れ
た
奈
良
市
の
み
な
さ
ん
な
ど
４
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
の
手
で
、
８
本
が
二
月
堂
へ
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

一
煎
ず
つ
配
ら
れ
る
お
茶
の
水
色
・
香

り
・
味
を
、
じ
っ
く
り
吟
味
し
ま
す
。

茶摘みには、難しい技術はいりませんが
多くの人手が必要です

大御堂観音寺前の畑では、菜の花摘みも楽しめます

石井市長を先頭に、根が付いたままの真竹
を力を合わせ運ぶ参加者。竹の重さは1本
約40㎏にもなります。



に再受講しましょう 無料 前日ま
でに☎問▼消防署（☎ 63-1125）
▼消防署北部分署（☎ 65-0119）

高齢者の買い物支援
ボランティア体験講座
3 月 16 日㈰ 9 時、社会福祉セン

ター集合（12 時ごろ解散） 市内
に在住する人 市内商業施設まで高
齢者の買い物を支援するボランティ
ア体験 先着 10 人 無料 ☎で申
し込み問社会福祉協議会（☎ 62-
2222）

手紙お寄せください
にっぽん縦断こころ旅
NHK・BS プレミアムで 3 月 31

日㈪から放送予定の「にっぽん縦断
こころ旅」では、京田辺の忘れられ
ない景色とエピソード「こころの風
景」を募集します。あなたの「ここ
ろの風景」が採用されると、京田辺
市が取材されます。京都府の放送は
4 月 21 日㈪～ 27 日㈰ ＦＡＸ・はがき
に住所・氏名・性別・☎・年齢・思
い出の場所とエピソードを書いて、
3 月 18 日㈫（必着）までに申し込み。

から応募できます問 NHK「ここ
ろ旅」係（〒 150-8001〈住所不要〉、
☎ 0570-066-066〈ナビダイヤル〉、
☎ 050-3786-5000、 ＦＡＸ 03-3465-
1327、 http://www.nhk.or.jp/
kokorotabi/）

NAISTサイエンス塾
4 月 12 日㈯▼ 10 時～ 11 時 30

分▼ 13 時～ 14 時 30 分、高山サ
イエンスプラザ（奈良県生駒市）

小学生。保護者同伴 テーマ＝
光で遊ぼう～プロジェクタでいろ
んなものの見た目を変える～ 各
回 20 人。多数の場合は抽選 はが
きか ・ＦＡＸに「第 61 回サイエンス
塾」・希望時間・住所・氏名（フリ
ガナ）・ ・ＦＡＸ・☎・学校名と学年
を書いて、3 月 19 日㈬（必着）ま
でに申し込み問（公財）奈良先端科学
技術大学院大学支援財団（〒 630-
0101 奈良県生駒市高山町 8916-
12、 ☎ 0743-72-5815、 ＦＡＸ 0743-
72-5819、 kagaku@science-
plaza.or.jp）

エコウォーク
虚空蔵谷川サクラ堤へ
4 月 4 日㈮ 9 時 30 分、JR 松井

山手駅集合（14 時 30 分ごろ解散）。
雨天中止 虚空蔵谷川の桜と大住の
桃の花を訪ねるエコウォーク。コー
ス＝諏訪神社→大住隼人ゆかりの大
嘗会田跡（だいじょうえでんあと）
→月読神社→澤井家住宅→大住桃畑
→ JR 大住駅（約 7km）。昼食・水筒・
雨具を持参 無料。希望者のみ澤井
家住宅の見学料 300 円 3 月 24
日㈪までに☎問きょうたなべ環境市
民パートナーシップ事務局（環境課
内、☎ 64-1366）

スプリングコンサート
3 月 29 日㈯ 14 時から、中部住

民センター 曲目＝ブランデンブル

平成26年（2014年）3月1日 平成26年（2014年）3月1日 ＜ 6＞＜ 7＞

市営大住霊園1区画
使用者を募集

次の条件をすべて満たす人▼自
宅に遺骨・火葬許可証の原本（火葬
場管理者の署名・押印、火葬日の記
載があるもの）がある▼平成 25 年
4 月 14 日以前から本市に住民登録
している▼直系親族を代表して墳墓
の祭祀を行う▼ 3 年以内に墓碑など
を設置できる 募集区画数＝ 1 区画

（1.2m × 1.2m） 墓地使用料（40
万円）。墓地管理料（年 3,000 円）

申込書配布開始日・場所＝▼ 3 月
10 日㈪、環境課・三山木福祉会館
▼ 3 月 11 日㈫、北部・中部住民セ
ンター。申込書・火葬許可証の原本
を 3 月 14 日㈮～ 20 日㈭（土・日
曜日を除く）に持参。多数の場合は
4 月 14 日㈪に抽選問環境課（☎
64-1366）

京都市防災一斉訓練
メール受信にご理解を
3 月 11 日㈫ 9 時 30 分 京都市

防災一斉訓練による緊急速報メール
の送信。京田辺市でも受信する可能
性があります問京都市防災危機管理
室（☎ 075-212-6792）

学校安全ボランティア
辞退の手続き
今年度で学校安全ボランティアを

辞める人は、3 月 31 日㈪までに登
録している学校にボランティアベス

ガールスカウト
見学・体験会
3 月 9 日㈰ 10 時 30 分～ 12 時、

聖愛幼稚園 幼稚園新年長児以上の
女子 テント生活の体験・ゲームな
ど。同団体は、高校生までの団員が
ボランティア・キャンプなどで楽し
く活動しています問ガールスカウト
京 都 府 第 11団・ 福 田（ ☎ 65-
1162）

児童館を体験しよう
3 月 29 日㈯ 13 時 30 分～ 14 時

30 分、大住児童館 新小学校 1 年
生と保護者 児童館利用説明会。ア
イロンビーズ・リリヤン・ゲーム・
パソコン体験など 先着 50 人 3
月 10 日㈪ 9 時以降に☎・来館問大
住児童館（☎ 68-2225）

思春期相談なごみ
3 月 11 日㈫ 10 時 15 分～ 12 時

45 分、女性交流支援ルーム 思春
期の子どもを持つ保護者など 思春
期の子どもについて相談に応じま
す。相談員＝上級思春期相談士の廣
澤真奈巳さん 2 人 無料 ☎で
申し込み問女性交流支援ルーム（☎
65-3709）

けいはんな
国際中学生キャンプ
3 月 21 日㈷～ 23 日㈰、けいは

んなプラザ（精華町） 中学生 宿
泊研修（2 泊 3 日）。外国人留学生
と の 交 流 会 な ど 先 着 24 人
35,000 円 3 月 14 日 ㈮（ 必 着 ）
までに住所・氏名・性別・連絡先・
学校名と学年をＦＡＸ・ 問けいはんな
文 化 学 術 協 会（ ☎ 95-5110、 ＦＡＸ
050-3156-1616、 antares@
kvc.keihanna.ne.jp）

就職支援セミナー
3 月 14 日㈮▼ 13 時～ 14 時 30

分 履歴書の書き方▼ 14 時 45 分
～ 16 時 45 分 職務経歴書の書き
方。市商工会館 ハローワーク登録
者 各回先着 20 人 無料 セミナ
ー受付デスク（☎ 0120-939-719。
平日 9 時～ 17 時）に☎問京都田辺
公共職業安定所（☎ 65-8609）

キッズ・ハート教室
毎月第 2・4 土曜日▼ 13 時～ 14

時 30 分 小学校 1 ～ 4 年生▼ 14
時 30 分～ 16 時 30 分 小学校 5・
6 年生。社会福祉センター 地域の
子どもたちが偏見のない心豊かな人
間性を育むための教室。講師＝関西
大学文学部教授の野口メアリーさん

無料 ☎で連絡後、説明会（3 月
15 日㈯ 13 時から）に参加してく
ださい問キッズ・ハート教室、野口

（☎ 68-5260）

普通救命講習
▼ 3 月 15 日㈯ 9 時～ 12 時、消

防署北部分署 10 人▼ 3 月 16 日
㈰ 9 時～ 12 時、消防署 15 人
AED（自動体外式除細動器）を用
いた心肺蘇生の講習。2・3 年ごと

グ協奏曲 5 番、オーボエとヴァイ
オリンのための協奏曲（バッハ）。
ブラームス弦楽六重奏曲ほか。団員
も募集しています 無料問京田辺チ
ェンバーオーケストラ・伊藤（☎
080-2402-3539）

京都サンガ F.C.
ホームゲームにご招待
▼ 3 月 16 日㈰ 14 時から、対栃

木 SC 戦▼ 30 日㈰ 16 時から、対
コンサドーレ札幌戦。西京極総合運
動公園陸上競技場兼球技場（京都市）

各 10 組 無料 往復はがきの往
信用に「希望試合」・住所・氏名・
☎を、返信用に住所・氏名を書いて、
3 月 7 日㈮（必着）までに郵送。1
枚につき 2 人まで問京都サンガ
F.C.「京田辺市広報ご招待」係（〒
601-0102 城陽市久世上大谷 89-1、
☎ 55-7603）

市民総体
【春の市民登山】
4 月 6 日㈰ 7 時 20 分、近鉄新田

辺駅西口広場集合 市内に在住・通
勤・通学する中学生～ 65 歳程度。
中学生は保護者同伴 行き先＝三上
山・田中山（滋賀県野洲市）。昼食・
水筒・雨具・保険証などを持参。ト
レッキングシューズ・登山靴などを
着 用 2,700 円。 山 友 会 会 員 は
2,500 円 申込書を 3 月 26 日㈬
17 時までに持参・郵送・ＦＡＸ・
【木津川ロードレース大会】
4 月 27 日㈰ 10 時、田辺木津川

運動公園集合 市内に在住・通勤・
通学する高校生以上の人。走ろう会
会員 男女別 10㎞。部門＝一般（49
歳以下）・壮年（50 歳以上） 300
円 70 人 申込書を 4 月 7 日㈪
17 時までに持参・郵送・ＦＡＸ・

問 NPO 法人京田辺市社会体育協
会事務局（〒 610-0331 京田辺市
田辺丸山 19、☎ 29-9008、ＦＡＸ 62-
1 5 3 4 、 j i m u k y o k u @
kyotanabe-taikyo.jp）

トレーニングルーム
利用講習会
▼ 3 月 28 日㈮ 19 時～ 21 時▼

3 月 30 日㈰ 10 時～ 12 時、田辺
中央体育館 市内に在住・通勤・
通学する 15 歳以上の人。中学生を
除く 田辺中央体育館トレーニン
グルームを利用するための講習
1,000 円 各回 7 日前までに来館
か ・往復はがきの往信用に「ト
レーニング講習会希望」・住所・氏
名（ふりがな）・年齢・☎・受講希
望日・通勤または通学先（市外の人）
を、返信用に住所・氏名を書いて
郵送。 はタイトルを「トレーニ
ング講習会希望」とし、申し込み
後 7 日以内に返信がないときは☎
で問い合わせ問田辺中央体育館（〒
610-0331 京田辺市田辺丸山 19、
☎ 6 2 - 1 5 0 1 、 g y m @
kyotanabe.jp）

トを返却してください。連絡がない
場合は、次年度も継続登録となりま
す問学校環境整備課（☎ 64-1393）

消費税法が改正
事業者はご注意を
4 月 1 日から消費税率が 8 パー

セントになります。4 月 1 日を含む
消費税・地方消費税の確定申告書の
作成には、帳簿などで課税取引を税
率ごとに分ける必要があります。ま
た、商品価格などは税込み表示が義
務付けられています。平成 29 年 3
月 31 日まで特例で認められる税抜
き表示をする場合は、「税抜き価格」
と明示してください問宇治税務署

（☎ 44-4141）

後期高齢者医療
医療費が高額になったら
1 カ月の医療費が高額になったと

きは、自己負担額を超えた分が払い
戻されます 後期高齢者医療被保険
者証・振込先の通帳・印鑑問国保医
療課（☎ 64-1374）

個人住民税の税率改正
「東日本大震災からの復興に関し

地方公共団体が実施する防災のため
の施策に必要な財源の確保に係る地
方税の臨時特例に関する法律」の施
行により、平成 26 年度～同 35 年
度は特例として、個人住民税均等割
の税率が下表のとおり引き上げられ
ます。引き上げ分の税収は、地方公
共団体が行う防災施策の財源となり
ます問税務課（☎ 64-1317）

軽自動車の廃車手続き
軽自動車などを売却・廃棄などに

より現在所有していない人は、3 月
31 日㈪までに廃車の申告をしてく
ださい バイク（125cc 以下）・農
耕機・小型特殊自動車の申告は、ナ
ンバープレート・印鑑を持参。代理
人による手続きは委任状が必要。申
告が済んでいない場合は、4 月 1 日
現在の所有者に平成 26 年度の軽自
動車税が課せられます問▼バイク

（125cc 以下）・農耕機・小型特殊
自動車＝税務課（☎ 64-1317）▼
バイク（126cc 以上）＝京都運輸
局（☎ 050-5540-2061）▼軽自動
車＝軽自動車検査協会京都事務所

（☎ 075-671-0928）

引っ越しのときは
届け出を忘れずに
春は引っ越しが多い時季です。住

所・世帯主の変更は届け出をお願い
します 顔写真付き本人確認書類

（運転免許証・パスポートなど）を
持参。市内から他市区町村への転出
は、引っ越し予定日の 14 日前から
受け付け。市内での転居や世帯主の

布ぞうり教室
3 月 20 日㈭ 10 時～ 12 時、環境

衛生センター甘南備園リサイクルプ
ラザ 市内に在住・通勤する人 不
要な布で作る布ぞうり 先着 8 人

300 円 3 月 3 日㈪ 9 時 30 分
以 降 に ☎ 問 清 掃 衛 生 課（ ☎ 68-
1288）

ひだまりの会
3 月 11 日㈫ 13 時 20 分～ 15 時

30 分、府立洛南寮 市内に在住す
る高齢者 カラオケ 無料 3 月 6
日㈭までに☎問社会福祉協議会（☎
62-2222）

カップケーキを作ろう
3 月 25 日㈫ 13 時 30 分～ 15 時、

大住児童館 小学生。夏休み・冬休
み手作りおやつ教室に参加した人を
除く ホットケーキミックスで 3
種のカップケーキづくり 先着 20
人 3 月 8 日㈯ 9 時以降に☎問大
住児童館（☎ 68-2225）

くらしとこころの相談会
3 月 13 日㈭ 16 時～ 19 時 30 分、

社会福祉センター 臨床心理士・精
神保健福祉士による心の相談。弁護
士の法律相談、保健師の健康相談、
人生相談など 無料 ☎で申し込み
問 京 都 府 福 祉・ 援 護 課（ ☎ 075-
414-4628）

男性介護者の交流会
3 月 24 日㈪ 13 時 30 分～ 15 時、

社会福祉センター 男性の介護者
毎日の食事と栄養について栄養士と
懇談 無料 ☎で申し込み問社会福
祉協議会（☎ 62-2222）

変更などは、変わった日から 14 日
以内に届け出。代理人による申請は
委任状が必要問市民年金課（☎ 64-
1330）

専用水道は届け出を
市上水道以外の水を飲料用に使用

し、101 人以上が居住するか 1 日
の最大給水量が 20 立方メートルを
超える施設は、専用水道として届け
出・水道技術管理者の設置・水質検
査などを行う義務があります。該当
する場合は、手続きをお願いします
問工務課（☎ 62-0414）



４
月
か
ら
新
た
に
、
田
辺
東
幼
稚

園
内
に
２
歳
以
下
を
対
象
と
す
る
河

原
保
育
所
の
分
園
を
開
設
す
る
に
あ

た
り
、
２
月
２４
日
、
河
原
保
育
所
に

お
子
さ
ん
を
迎
え
に
来
ら
れ
た
保
護

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
（
＝
写
真
）。

本
市
は
子
育
て
世
代
の
転
入
が
多

く
、
公
立
・
私
立
と
も
に
保
育
所
を

新
築
移
転
す
る
な
ど
、
定
員
を
増
や

し
て
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
幼
保
連
携
に
よ
る
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
幼
稚
園
の
施

設
を
利
用
し
分
園
を
開
設
し
ま
し

た
。保

護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
核

家
族
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
保
育
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
分
園
の
開
設
を
歓
迎
し
て
い

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ま
た
、
延
長
保
育
に
つ
い
て
も
好

評
で
あ
っ
た
ほ
か
、
来
年
度
、
医
療

費
助
成
を
中
学
生
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
期
待
す
る
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
市
民
満
足
度
調
査
で
も
ご

意
見
が
あ
っ
た
土
曜
日
の
保
育
時
間

延
長
や
留
守
家
庭
児
童
会
の
対
象
学

年
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
も
、
直
接
要

望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
を
予
定
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
声
を
で
き
る
限

り
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
充
実

さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

2月16日、家事をする男性「カ
ジダン」を目指す講座が中央公
民館で開かれ、参加者が和食に
チャレンジしました。
この日、管理栄養士から昆布・
かつお節・しいたけなどを使っ
た「だし」の取り方を学び、か

き玉汁やえびいも・菜の花の煮
物などを作りました（＝写真）。
迫田健さん（33）は「もう
すぐ子どもが生まれるので、こ
こで学んだ知識を生かして、少
しでも家事を手伝いたいと思い
ます」と話してくれました。

草内小学校で 2 月 10 日、1
年生を対象に手回しの糸車を体
験する授業が行われました。
国語の授業で学ぶ物語「たぬ
きの糸車」に登場する糸車。児
童は、社会人講師・小田芽羅さ
んの指導で、左手に綿花を持ち

右手で糸車を回して、糸を紡ぐ
体験をしました（＝写真）。
上村真魚さん（7）は「機械
を回すと糸ができていくのが楽
しかったです」と話してくれま
した。

平成26年（2014年）3月1日 ＜ 8＞

広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【3月 3日の骨董雛】

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
す
る
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
号
は
、
市
内
で
自
治
会
長
と
し
て
活
躍
す

る
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

－
自
治
会
長
に
な
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
－

昨
年
４
月
か
ら
で
す
。
同
志
社
住
宅
地
自
治

会
で
は
、
女
性
の
自
治
会
長
は
４
人
目
で
、
私

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
市
内
に
４７
人
い
る
区
・
自
治
会
長
の
中

で
、
女
性
は
私
だ
け
だ
と
知
っ
た
時
は
驚
き
ま

し
た
。

－
自
治
会
長
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
－

普
段
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
程
度
だ
っ
た
地

域
の
方
々
と
、
世
代
を
超
え
て
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
と
市
を
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
役
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
良
か

っ
た
で
す
。

－
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
－

自
治
会
の
運
営
に
理
解
・
協
力
を
お
願
い
す

る
文
書
の
作
り
方
に
は
苦
慮
し
ま
し
た
。

－
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
－

ど
ん
な
こ
と
で
も
役
員
会
で
相
談
し
て
決
め

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
仕
事
・
家
事
な

ど
で
忙
し
い
中
、
役
員
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
役
員
会
は
必
要
な
と
き
に
開
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

－
今
後
の
抱
負
は
－

地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
行
事
な
ど
交
流
の
場
に
積

極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
。

「
何
事
も
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
津
田

さ
ん
。
今
後
、
さ
ら
に
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課
（
☎
６４
・

１
３
１
４
）

「趣味はパソコン」
と話す津田さん

【中央図書館】
▼毎週土曜日：午後 3時～
▼ 2 日㈰：午前 11時～
【北部分室】
▼毎週土曜日：午前 11時～
▼ 26日㈬：午後 4時～
【中部分室】
▼ 5 日㈬：午後 4時～
▼ 12 日㈬：午後 4時～
▼ 19 日㈬：午後 4時～

▼ 19 日㈬：午後 3時 30分～
※おはなし会は各日 30分

先月号の答えは2月11日は「竹」送りでした。

図書館だより

▼ 5日㈬～ 9日㈰
にじみ絵展：そよかぜ幼稚園
▼ 11日㈫～ 16日㈰
第 5 回写真展～オランダ・ベ
ルギーの想い出～：大西清恵
▼ 18日㈫～ 23日㈰（21日㈷
を除く）
陶芸こねこねサークル＆ろくろ
クラブ合同作品展：陶芸こねこね
サークル＆ろくろクラブ
▼ 25日㈫～ 30日㈰（28日㈮
を除く）
第８回京田辺写友会「かんなび
写真展」：京田辺写友会

正解者の中から抽選で 5
名様に、高船地域の手作り
「ほのぼの味噌」をプレゼ
ントします。
はがきに、①「○」に入
るクイズの答え②興味を持
った記事と感想③分かりに
くかった記事④取り上げて
ほしい企画やご意見と、郵
便番号・住所・氏名・年齢・
日中連絡がつく電話番号を
書いて郵送してください。
応募は広報紙のほか、京田
辺市ｅモニター（たなモニ）
でも受け付けています。
個人情報は賞品の発送の

みに使用します。また、い
ただいた意見や感想は広報
紙などで紹介する場合があ
ります。なお、ご意見に対
する個別回答はできません
ので、ご了承ください。当
選発表は、賞品の発送をも
って代えさせていただきま
す。
しめきり＝ 3 月 14 日㈮

（当日消印有効）
申込・問合せ先＝秘書広
報課（〒 610-0393〈住所
不要〉、☎ 64-1320）

「ほのぼの味噌」5名様
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